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大人が何かを忘れていませんか？
先日、４年生が「総合的な学習」の時間に「川を調べ

よう」という目的で、学校裏の大幡川へ出かけました。
帰ってきた子どもたちを見ると、手には虫かごや水槽に
何かを入れて自慢げでした。水槽の中には、ヤマメ、ハ
ヤ、カニ、オタマジャクシなどなど生き物がいっぱいで
した。そして、子どもたちは口々に、「家に帰って飼うん
だ」と楽しそうに話していました。こんな機会を通して
生き物とふれあう経験を積み重ね、命の大切さが身につ
けていくのだと感じました。

ゾウやライオン・・・など動物園やサーカスの動物た
ちが芸をするようになるのは、人間があめとムチを使っ
て訓練･飼育するからです。そこには痛みを伴う強制とエ
サが存在します。だからといって人間に痛みを伴う強制
が必要だとは決して思いません。むしろ最近、「人の痛み」
のわからない、「人の優しさ」を感じられない子どもたち
が時として見られるのがとても気がかりです。

子どもたちの生活の中で、体に直接感じる「痛み」であ こんなでっかいの釣ったぞ！
ったり、心に深く残る「傷み」を感じたり、また、人やペ
ットなどの死に伴う「悼み」の場面に遭遇したりする機会は少なくなっています。様々な感情の機微は人と
人とのかかわりの中から生まれてきます。幼児の頃からの体の触れあい、言葉のやりとり・・・様々なコミ
ュニケーションによって少しずつ心が変化し、人として必要な感情が形づくられていくのです。

最近の大学生へのアンケートで、「悩み事の相談を誰にするか？」という質問に対して「親」と答えた人が
「友だち」に次いで第２位でした。第３位は「相談する人がいない。」というもので、親からもＬＩＮＥが朝
夕と頻繁に送られてくるという現代の大学生の傾向だそうです。にわかに信じがたい結果ですが事実です。
親子関係が友だち化し、友だち感覚で話ができるというのが現代の親子関係の特徴であり、かつてのような
縦の関係ではなく、横並びの関係になっているようです。我が子と何でも話ができるというのは素晴らしい
ことです。ほほえましい光景が浮かんできます。しかし、何かが欠けているようにも思えます。「今」という
瞬間は楽しいと思いますが、このような関係をずっと続けていくわけにはいきません。この世に生まれた我
が子を一生、親が見守り続けていくことは不可能です。だからこそ、我が子が独り立ちし、生きて行くため
に必要なことを、しっかりと伝えていかなければならないと思います。法律や社会のルールなどは失敗した
後でも身につけることは可能ですが、しかし、人と人との関係は、大人が時間をかけて子どもの心の中に少
しずつ大切に育んであげなければならないものだと思います。

また、人生の中には、つまずかなければ学べないことがたくさんあります。また、人の痛みも、つまずいた人

でなければわからないものです。そんな経験があって、はじめて人は優しく心豊かになれるのだと思います。

現代の子どもは、一度打たれるとなかなか立ち上がることができない傾向も見ら

れます。ともすると、わが子が失敗しないように、事前に親が丁寧に指導し、細か

な指示を出して、安全な道を作ってあげているような場面も見かけますが、「つまず

く前に石を払ってあげる行為」は子どもを成長させないこともあるはずです。子ど

もの確実な成長のためには、つまずくところでちゃんとつまずかせなければならな

らず、それこそが親だからできる親のやるべき仕事であると思います。

そして、つまずきから、次のステップで生かすための課題を一緒に考え、与える

ことも忘れてはいけません。親のやるべきことは、つまずきから立ち直れないよう

な傷つき方をしないように必要に応じた手の差し伸べ方をすることです。大切なの

は、つまずきや失敗によって、どんなに学ぶことが大きいかということを親がよく

知っていなければ、真意は子どもに伝わらないと思います。

今、大人が何が非常に大切な事を忘れているように思えてなりません。
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５年生総合学習 田植えなの？……どろんこ遊びなの？
今年も６月９日（火）小雨の中で、宝小学校５年生

恒例の「どろんこ祭り」を開催しました。これは、
「総合的な学習」として「お米を探ろう」というテー
マを設定する中で、日本の米作り学習の中の一つとし
て今回、「田植え」を行いました。

この田植えに関しましては、地域の高部久夫様が田
んぼを無償で提供して下さり、國田正巳様、安田圭一
様、羽野 幸様をはじめとする、地域の皆様方が、田
起こしや代かきに始まる田んぼの準備を、何ヶ月も前
から行って下さり、子どもたちに貴重な田植えの経験
をさせて下さいました。

また、今回植えた苗は、都留のＪＡクレイン様から
頂きました。さらに、富士・東部農務事務所の皆様、
ラーメン満北亭（店長 赤岡隼人様）の皆様、総勢
１５名の皆様方が子どもたちの学習にお手伝い下さい
ました。本当にありがとうございました。

ちなみに、今年度植えた米の種類は「満月餅」という餅米だそうです。丹波篠山産の満月餅とは、粘りと
味が抜群に良い米として、もち米の中ではトップクラスの品種だそうです。天皇陛下が御手植えされるもち
米としても、名高い高級品種で、米粒が小さく丸みをおびていてよく伸びるのが特徴で味が良く、お赤飯な
どにも最適な品種だそうです。

休憩時間には、子どもたちに優しく、そっと泥を付けていただき、男子児童全員は頭のてっぺんからつま
先、水泳パンツの中まで、土とたっぷりお友だちになることができました。

現代の子どもたちは、日常の遊びの中では、土でどろんこになって遊ぶというような経験は皆無であり、
今回の田植えやどろんこ遊びは、とても貴重な経験になったことと思います。また、泥のぬるっとした感触
を味わうことは、ご家庭で農業をしていない子どもにとっては、これが最初で最後の体験になるかもしれま
せん。そんな意味では、小学校５年生でのこの農業経験は、大変重要で貴重な経験になったはずです。ご協
力とご支援をいただきました「安田圭一とゆかいな仲間たち」の皆様方に深く感謝いたします。

なお、稲を育てる上で一番大事な水の管理や草取りなどは、すべて地域の皆さんにお任せになってしまい
ます。本当に申し訳ありません。今度は秋の収穫を体験させていただきます。誠に自分勝手な田植え体験で
したが、本当にありがとうございました！！

音楽委員会主催 ミニミニコンサートを行いました。
６月１３日～１５日の３日間にわたり、これも宝小学校恒例となった音楽委員会主催「ミニミニコンサー

ト」を行いました。このコンサートの目的は「全校のみんなに音楽の楽しさを感じてほしい」という音楽委
員会の願いが込められて実現しました。発表は個人やグループで応募し、誰でもが参加できるというもので
した。全校児童から１５組の応募があり、どのグループも一生懸命に練習した成果が現れており、落ち着い
た様子で、みんなの前で歌ったり踊ったりすることを楽しんでいるように感じました。現代の子どもの特徴
がこんな部分にも現れていました。


